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高校生の人権広報誌“Freedom”第20号
こうこうせい じんけんこうほう し フ リ ー ダ ム だい ごう

2016年１月11日発行
ねん がつ にちはっこう

編 集 “Freedom”編 集 スタッフ
へんしゅう フ リ ー ダ ム へんしゅう

発 行 奈良県高等学校人権 教 育研 究 会
はっ こう な ら けんこうとうがっこうじんけんきょういくけんきゅうかい

毎月11日は「人権を確かめあう日」
まいつき にち じんけん たし ひ

東日本大震災、原発事故、豪雨等により被災された
ひがし に ほ ん だ い し ん さ い げ ん ぱ つ じ こ ご う う と う ひ さ い

方々に､心よりお見舞い申し上げます。
か た が た こころ み ま も う あ

今回は１・２学期と夏休みの活動 紹 介号です！ 西の 京 高校１年生有志の皆さ
こんかい がっ き なつやす かつどうしょうかいごう にし きょうこうこう ねんせいゆう し みな

ん（GROUP FIVE）は、編 集 スタッフにも参加してくれています。香芝高校ハー
グ ル ー プ ファイブ へんしゅう さん か か しばこうこう

トフルクラブからは夏の合 宿 (!!)の報告。感想や投稿をお待ちしています。ス
なつ がっしゅく ほうこく かんそう とうこう ま

タッフ希望者も引き続き募 集 中 !!
き ぼうしゃ ひ つづ ぼ しゅうちゅう

たんぽぽの家との交流
い え こ う り ゅ う

西の京高校１年 ＧＲＯＵＰ ＦＩＶＥ
にし きょうこう こう ねん グ ル ー プ フ ァ イ ブ

◆たんぽぽの家について
いえ

たんぽぽの家とは、 障 がいのあるなしにかかわらず、誇りをもって生きてい
いえ しょう ほこ い

くことのできるコミュニティの実現をめざし 「アート」と「ケア」の視点から、
じつげん し てん
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さまざまな事 業 を実施しておられる市民団体です。 障 がいのある人が自分を
じ ぎょう じっ し し みんだんたい しょう ひと じ ぶん

表 現したり、特技をのばしたり、それぞれの個性を生かしたりすることができ
ひょうげん とく ぎ こ せい い

る「アートセンター Ｈ ＡＮＡ 、ダンスやコンサートなどに利用できる「シア」
ハ ナ り よう

ターぽぽ」などいろいろな施設があります。西の 京 高校から徒歩２分で行ける
し せつ にし きょうこうこう と ほ ふん い

福祉施設なので、 私 たちは年間を通してたんぽぽの家と交 流 しています。今回
ふく し し せつ わたし ねんかん とお いえ こうりゅう こんかい

はその交 流 の一部を 紹 介させていただきます。 （ 佃 ）
こうりゅう いち ぶ しょうかい つくだ

◆５月 わたぼうし音楽祭 作詩作曲の部 選考会
がつ おんがくさい さく し さっきょく ぶ せんこうかい

わたぼうし音楽祭は、 障 がいのある人の詩にメロディーをつけて発 表 する、
おんがくさい しょう ひと し はっぴょう

全国的にも有名な音楽祭です。 私 たちは、第４０回わたぼうし音楽祭で発 表 さ
ぜんこくてき ゆうめい おんがくさい わたし だい かい おんがくさい はっぴょう

れる作品を選ぶため、５月３０日、３１日にたん
さくひん えら がつ にち にち

ぽぽの家で 行 われた選考会に参加しました 自分。
いえ おこな せんこうかい さん か じ ぶん

の抱えている 障 がいに対して前向きな姿勢など
かか しょう たい まえ む し せい

をそのままメロディーにのせた作品もあり、 心
さくひん こころ

に深く響き素敵でした。ただ言葉にするだけでは
ふか ひび す てき こと ば

なく、より鮮明に内容を伝える歌のすばらしさに
せんめい ないよう つた うた

。 （ ）気づかされました 小 林
き こ ばやし

◆６月① たんぽぽの家 春咲きバザール
がつ いえ はる さ

私 たちは６月６日、７日にたんぽぽの家で 行 わ
わたし がつむい か なの か いえ おこな

れた「たんぽぽ春咲きバザール」のボランティアに
はる さ

参加しました。会 場 では地鶏やレインボーラムネ
さん か かいじょう じ どり

などの 食 品、古着などのリサイクル品、 障 がいの
しょくひん ふる ぎ ひん しょう

ある人が作った革製のキーホルダーなどのグッズを
ひと つく かわせい

販売しました。接 客 などとても楽しく、よい勉 強
はんばい せっきゃく たの べんきょう

になりました 販売の 収 益は たんぽぽの家の活動。 、
はんばい しゅうえき いえ かつどう

に充てられるそうです。 （高岡）
あ たかおか

◆６月② たんぽぽの家 現地研修
がつ いえ げん ち けんしゅう

西の 京 高校地域創生コースの１年生は、毎年「地域学」という授 業 の現地研
にし きょうこうこう ち いきそうせい ねんせい まいとし ち いきがく じゅぎょう げん ち けん

修 でたんぽぽの家を訪問しています。今年は６月１９日に訪問しました。たん
しゅう いえ ほうもん こ とし がつ にち ほうもん
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ぽぽの家を利用する方々はさまざまな活動をされていて、作品を販売したり、デ
いえ り よう かたがた かつどう さくひん はんばい

パートの展覧会で展示したりするための制作活動を 行 われています。見学した
てんらんかい てん じ せいさくかつどう おこな けんがく

ときに、たんぽぽの家の 職 員の方と利用する方々はとても距離が近く、笑顔あ
いえ しょくいん かた り よう かたがた きょ り ちか え がお

ふれる 温 かく素敵な場だと感じました また たんぽぽの家の方々は 現地研 修。 、 、
あたた す てき ば かん いえ かたがた げん ち けんしゅう

で訪問した 私 たちを、 快 く迎えてくださり、とても 温 かい気持ちになりまし
ほうもん わたし こころよ むか あたた き も

た。 （奥田）
おく だ

◆８月 第４０回わたぼうし音楽祭
がつ だい かい おんがくさい

８月２日 私 たちは今年で４０ 周 年を迎えたわたぼうし音楽祭で 受付や 車、 、
がつふつ か わたし こ とし しゅうねん むか おんがくさい うけつけ くるま

いすで来 場 される方々を誘導するボランティアに参加しました。また、愛媛県
らいじょう かたがた ゆうどう さん か え ひめけん

の八つ鹿工房の人たちとともに『ここにいるから』という歌のコーラスにも参加
や しかこうぼう ひと うた さん か

させていただきました。これは 「僕たちがここに来る理由は 決して行く場所、
ぼく く り ゆう けっ い ば しょ

がないからじゃない」で始まる、仲間がいることのすばらしさや前向きに生きる
はじ なか ま まえ む い

ことの大切さを書いた詩に、明るく覚えやすいメロディーをつけた 曲 で、歌っ
たいせつ か し あか おぼ きょく うた

ていて楽しくなれる作品でした。 障 がいがある人もない人も音楽を通じてつな
たの さくひん しょう ひと ひと おんがく つう

がっていけることはいいことだと思いました。 （小西）
おも こ にし

奈良東養護学校の わくわく活動に参加して
な ら ひがしよ う ご が っ こ う か つ ど う さ ん か

私 は、１１月７日、奈良 東 養護学校の体育館で 行 われた「わくわく活動」
わたし がつなの か な ら ひがしよう ご がっこう たいいくかん おこな かつどう

に参加しました。これは、養護学校の生徒さんと高校生がペアになり、レクレー
さん か よう ご がっこう せい と こうこうせい

ションをとおして交 流 するイベントです。
こうりゅう

最初は、ペアになった養護学校の方が高校２年生と知り、先輩なので、何を話
さいしょ よう ご がっこう かた こうこう ねんせい し せんぱい なに はな

せばいいのかわからずにとまどいました。でも、とてもおもしろい方で話してい
かた はな

て楽しかったです。活動の中では、ダンスを踊りました。妖怪ウォッチの「よう
たの かつどう なか おど ようかい

かい体操第一 から始まり 全員で楽しく踊れました また そこにいた全員で手」 、 。 、
たいそうだいいち はじ ぜんいん たの おど ぜんいん て

をつないで輪を作ったり、列車を作ったりと、いろんな人とふれあうこともでき
わ つく れっしゃ つく ひと

ました。いつもはあまり動いたりしないので、最後はくたくたになりました。
うご さい ご

奈良 東 養護学校に通っている生徒の人たちは、 私 の中でのイメージでは、会話
な ら ひがしよう ご がっこう かよ せい と ひと わたし なか かい わ

などのコミュニケーションがとりにくいのかなと思っていました。でもそれは全
おも ぜん
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然ちがっていて、いつもよりゆっくり話したりすれば会話することができ、 私
ぜん はな かい わ わたし

もペアの方とジャニーズの話題で盛り上がりました。
かた わ だい も あ

この経験で、自分の先 入 観でまわりをみるのではなく、一度その世界にふれ
けいけん じ ぶん せんにゅうかん いち ど せ かい

ることも大事なんだということに気づくことができました。また、こういう機会
だい じ き き かい

、 。 （ ）があれば ぜひ参加したいです 西の 京 高校 小西 佑香
さん か にし きょうこうこう こ にし ゆう か

太鼓の町 愛荘町を訪問して
た い こ ま ち あ い しょうちょう ほ う も ん

香芝高校 ハートフルクラブ
か しばこう こう

私 達ハートフルクラブは、７月２７、２８日に滋賀県に合 宿 に行きました。
わたしたち がつ にち し が けん がっしゅく い

合 宿 では、同和問題（※）や人権問題に取り組んでいる愛 荘 町 の「山川原地
がっしゅく どう わ もんだい じんけんもんだい と く あいしょうちょう やまがわ ら ち

域総合センター」を 訪 れました。その町では、牛の皮を用いて太鼓作りが 昔 か
いきそうごう おとず まち うし かわ もち たい こ づく むかし

ら 行 われており 今もその地域では２軒 県内でも２軒 のお店で太鼓作りが 行、 （ ）
おこな いま ち いき けん けんない けん みせ たい こ づく おこな

われています。

まず、センターで 町 の概要とセンターの取
ちょう がいよう と

り組み、山川原の歴史と太鼓作りについて説明
く やまがわ ら れき し たい こ づく せつめい

を受けました。山川原では、 昔 から皮革産 業
う やまがわ ら むかし ひ かくさんぎょう

で栄えていましたが、牛の皮を取り 扱 うなど
さか うし かわ と あつか

の理由によって、当時から差別を受けること
り ゆう とう じ さ べつ う

があったと言っていました。2012年、2013年
い ねん ねん

には、役所に「ある地域が同和地区かどうか」
やくしょ ち いき どう わ ち く

を尋ねる電話や近くの学校に差別的な落書きをする事件があった等、現在でも差
たず でん わ ちか がっこう さ べつてき らく が じ けん とう げんざい さ

別が残っていることを聞きました。そこで、それらに対する取り組みとして、愛
べつ のこ き たい と く あい

荘 町 では、 町 民学 習 会を開催したり、企 業 などに人権問題の啓発を 行 った
しょうちょう ちょうみんがくしゅうかい かいさい き ぎょう じんけんもんだい けいはつ おこな

りしています。また、センター運営委員会でも、大阪市の多民族 共 生人権 教 育
うんえい い いんかい おおさか し た みんぞくきょうせいじんけんきょういく

センターに研 修 に行くなどさまざまな活動を 行 っていることを聞きました。
けんしゅう い かつどう おこな き

、 、 、 、また 太鼓作りの 話 では 戦国時代頃には すでに皮なめしが 行 われていて
たい こ づく はなし せんごく じ だいごろ かわ おこな

、 、それによって村が栄えましたが 上 述 したように差別が 行 われていたことや
むら さか じょうじゅつ さ べつ おこな

皮なめしに必要な川の利用を巡って近隣の村とのトラブルがあったことなど、詳
かわ ひつよう かわ り よう めぐ きんりん むら くわ
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しく説明を受けました。
せつめい う

説明を受けた後に、町で２軒ある杉本太鼓 商 と
せつめい う あと まち けん すぎもとたい こ しょう

正木太鼓店に見学に行って太鼓作りの工程を見せ
まさ き たい こ てん けんがく い たい こ づく こうてい み

てもらいました。 私 は、太鼓作りの歴史を聞く中
わたし たい こ づく れき し き なか

で、この町は差別を受けながらも、太鼓作りや 昔
まち さ べつ う たい こ づく むかし

からの皮革産 業 の歴史に誇りを持っているんだな
ひ かくさんぎょう れき し ほこ も

と感じました。
かん

今回の合 宿 では、今まであまり関わってきたことのない同和問題について 考
こんかい がっしゅく いま かか どう わ もんだい かんが

えることができました また この問題は歴史が関わってくる複雑な問題で 簡単。 、 、
もんだい れき し かか ふくざつ もんだい かんたん

に解決するのは、 難 しいと思いました。しかし、同和問題は、偏見を持ってい
かいけつ むずか おも どう わ もんだい へんけん も

。 、る人にきちんと説明をすればきっと解決できるのではないかと思います 私 は
ひと せつめい かいけつ おも わたし

この問題についてもっと正しい知識を持つことが大切だと思いました。
もんだい ただ ち しき も たいせつ おも

（香芝高校 常盤健太）
か しばこうこう と き わけん た

※ 同和問題 とは 部落差別に関わる問題 部落問題 のこと 戦後 行 政用語「 」 、 （ ） 。 、
どう わ もんだい ぶ らく さ べつ かか もんだい ぶ らくもんだい せん ご ぎょうせいよう ご

などとして広く使われてきた。部落差別の起源については、さまざまな説がある
ひろ つか ぶ らく さ べつ き げん せつ

が 近年では 人や動物が死んだときなどに 生 じる ケガレ という観念を キ、 、 「 」 、「
きんねん ひと どうぶつ し しょう かんねん

ヨメ」る役割を担っていた人々を特別視し、しだいに
やくわり にな ひとびと とくべつ し

差別するようになったという説が 注 目されている 今。
さ べつ せつ ちゅうもく いま

なお続いている、この差別をなくす取り組みが、地域
つづ さ べつ と く ち いき

社会や、学校などの人権 教 育の場を 中 心として 行
しゃかい がっこう じんけんきょういく ば ちゅうしん おこな

われている。

高解研 夏期研修会 参加体験記
こ う か い け ん か き け ん しゅう か い さ ん か た い け ん き

高解研夏期研修会を終えて
こうかいけん か き けんしゅうかい お

私 達は、７月２６日（日）に神戸にある「南京町」と「人と防災未来センタ
わたしたち がつ にち にち こう べ なんきんまち ひと ぼうさい み らい

ー」に研 修 に行きました。 私 は、どちらも過去に行ったことがありました。し
けんしゅう い わたし か こ い

かし、人権について 考 え取り組んでいこうという強い意志を持っている仲間達
じんけん かんが と く つよ い し も なか ま たち
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、 、 。と体験した時 感じることや学ぶこと 行動することが変わっていったのでした
たいけん とき かん まな こうどう か

南京町に向かうバスの中、期待と不安で胸が
なんきんまち む なか き たい ふ あん むね

いっぱいになっていた 私 ですが、気がつくとメ
わたし き

ンバーと楽しく話していました。年齢・性別に
たの はな ねんれい せいべつ

関係なく自由に話している参加者の 姿 を見て、
かんけい じ ゆう はな さん か しゃ すがた み

とても良い人たちだと思いました。もちろん、
よ ひと おも

先生方も熱心な方ばかりで、時には 私 達よりも
せんせいがた ねっしん かた とき わたしたち

楽しそうにしていました。
たの

目的の南京町に到 着 すると、各自 昼 食 を楽しみました。南京町は、漢方薬
もくてき なんきんまち とうちゃく かく じ ちゅうしょく たの なんきんまち かんぽうやく

から雑貨まで なんでもそろう南京町 として観光スポットになっていて 予想通「 」 、
ざっ か なんきんまち かんこう よ そうどお

りたくさんの観光 客 でにぎわっていました 南京町公式ガイドブック 熱烈歓迎。 『
かんこうきゃく なんきんまちこうしき ねつれつかんげい

南京町』には 「神戸港が世界へと 扉 を開いたとき、海側の居 留 地に隣接す、
なんきんまち こう べ こう せ かい とびら ひら うみがわ きょりゅう ち りんせつ

るこの場所に 中 国の人たちが移り住み 人々のくらしを支えるマーケットを創、 、
ば しょ ちゅうごく ひと うつ す ひとびと ささ つく

った」と書いてありました。 私 はこの中の『 中 国人』という言葉で 考 えさせ
か わたし なか ちゅうごくじん こと ば かんが

られました。現在日本と 中 国の国同士の関係は良いとは言い切れません。誰も
げんざい に ほん ちゅうごく くにどう し かんけい よ い き だれ

が良くなってほしいと願っていると思うので、こうした南京町での交 流 等で少
よ ねが おも なんきんまち こうりゅうとう すこ

しでも良くなってほしいと感じました。
よ かん

昼 食 の 話 に戻ると、炎天下でも楽しめるグルメもありました。ジェラート
ちゅうしょく はなし もど えんてん か たの

はとてもひんやりとしていて、おいしそうでした。また、室内で座って食べられ
しつない すわ た

る環 境 もあったので良かったです 私 は 肉まんと唐揚げ ゴマ団子を食べて楽。 、 、
かんきょう よ わたし にく から あ だん ご た たの

しみました。皆どれを食べるか、必死になって探し、歩き回りました。
みな た ひっ し さが ある まわ

人と防災未来センター では 阪神・淡路大震災発生当時の人々の生活や様子「 」 、
ひと ぼうさい み らい はんしん あわ じ だいしんさいはっせいとう じ ひとびと せいかつ よう す

などを具体的に知ることができ、これからどう生きるべきかと 考 えさせられま
ぐ たいてき し い かんが

した。

語り部の方による震災時の体験談受講では 「ヒトの爪の伸びる速さでプレー、
かた べ かた しんさい じ たいけんだんじゅこう つめ の はや

トは動かされている」などの知識をまじえ、地震について詳しく教えていただき
うご ち しき じ しん くわ おし

ました。また 「関西では地震がないという神話で安心していた。しかし、地震、
かんさい じ しん しん わ あんしん じ しん

が起きて何がどうなったのか分からない。家が崩壊して空が見える。死ぬかと初
お なに わ いえ ほうかい そら み し はじ

めて思った と懸命に当時の様子を伝えていただきました もし 私 がその場面。」 。 、
おも けんめい とう じ よう す つた わたし ば めん

に出会うとどうなっていただろうかと想像すると恐ろしかったです。そして、ま
で あ そうぞう おそ

わりにある 情 報はすべてが正しいとは限らないと気づくことができました。口
じょうほう ただ かぎ き くち

コミやＳＮＳ等で 情 報を得るのではなく、自身が行動して調べるのがどれほど
エスエヌエスとう じょうほう え じ しん こうどう しら
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大事なのか学ぶことができました。
だい じ まな

１・１７シアター では ５時４６分の 衝 撃 が 心 に響き続けました 阪神『 』 、「 」 。
じ ぷん しょうげき こころ ひび つづ はんしん

・淡路大震災の地震破壊のすさまじさを大型映像と音 響 で体感しました 最新型。
あわ じ だいしんさい じ しん は かい おおがたえいぞう おんきょう たいかん さいしんがた

の技 術 を取り入れたシアターは、 体 中 に伝わり、心臓の鼓動が絶えることな
ぎ じゅつ と い からだじゅう つた しんぞう こ どう た

く、大きく聞こえたような気がしました。中でも高速道路が地震によって破壊さ
おお き き なか こうそくどう ろ じ しん は かい

、 。 、れるシーンは 心 に残りました 阪神・淡路大震災の経験と 教 訓を未来に伝え
こころ のこ はんしん あわ じ だいしんさい けいけん きょうくん み らい つた

防災、減災社会を実現するために必要な知識を学ぶことができました。
ぼうさい げんさいしゃかい じつげん ひつよう ち しき まな

その後見学した館内では、展示や資 料 、
ご けんがく かんない てん じ し りょう

映像や体験者の方からの 話 で、 私 達は災害
えいぞう たいけんしゃ かた はなし わたしたち さいがい

に対する正しい知識を身につけることがで
たい ただ ち しき み

きました。

帰りのバスでは、クイズの答え合わせ等
かえ こた あ とう

で盛り上がり、景品をゲットしました。他
も あ けいひん た

校生との交 流 もいっそう深まりました。
こうせい こうりゅう ふか

今日学んだことを家族や友人に伝え、それと同時に本校でのハートフルクラブ
き ょ うまな か ぞく ゆうじん つた どう じ ほんこう

。 （ ）の活動も広められたらいいなあと感じました 香芝高校 前川 翔 平
かつどう ひろ かん か しばこうこう まえかわしょうへい

※「高解研」は奈良県高等学校解放研等連絡会議の 略 称 です。当日は６校から
こうかいけん な ら けんこうとうがっこうかいほうけんとうれんらくかい ぎ りゃくしょう とうじつ こう

１５名の参加がありました。
めい さん か
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高校生の人権広報誌“Freedom”第20号（2016年１月11日発行）
こうこうせい じんけんこうほう し フ リ ー ダ ム だい ごう ねん がつ にちはっこう

編 集 “Freedom”編 集 スタッフ
へんしゅう フ リ ー ダ ム へんしゅう

発 行 奈良県高等学校人権 教 育研 究 会
はっ こう な ら けんこうとうがっこうじんけんきょういくけんきゅうかい

〒630-8133 奈良市大安寺1-23-1 奈良県人権センター内
な ら し だいあん じ な ら けんじんけん ない

TEL 0742(62)5555 FAX 0742(62)5568

E-mail kodokyo＠kcn.ne.jp

HP http://www1.kcn.ne.jp/~kodokyo/

※ ご意見・ご感想や投稿などは、各校人権 教 育担当の先生または 上 記まで
い けん かんそう とうこう かくこうじんけんきょういくたんとう せんせい じょう き

お寄せください。
よ

※ 本誌のバックナンバーは、高人 教 ホームページの「活動報告」にて閲覧
ほん し こうじんきょう かつどうほうこく えつらん

できます （ 高人 教 」で検索してください）。「
こうじんきょう けんさく

※ 本誌の発行は奈良県 教 育委員会の事 業 委託を受けています。
ほん し はっこう な ら けんきょういく い いんかい じ ぎょう い たく う


